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21 日正午 4 分ほど前だったため、多くの人々が昼食をとりながら 2 人が





























が進み、1991 年にそれが崩壊して冷戦が終了するとともに SDI も自然消
滅となった。（池内 2015）  














































な研究にアンドリュー・スミスの『月の記憶（Moondust: In Search of the 










































































                                               











２． 新聞は宇宙開発をどう報じてきたか  
 
2-1 キーワードの変化から見る「宇宙」の立ち位置  
まず朝日新聞における宇宙に関する記事が長期的にどう変化していっ

























































































































































































































































































































































ると、1960 年代と 1980 年代と 2000 年代に３つの大きな山があること
がわかる。1960 年代は、アポロの月面着陸など、宇宙開発が盛り上がっ
ていた時期であり、また、日本の宇宙開発体制について活発に議論され



























































































































えるが、「すっきりせぬ宇宙開発体制（1965 年 8 月 10 日）」や「宇宙開










年代である。1975 年 9 月 11 日には「……宇宙技術の自主開発努力を強
めなければならないということである。……ひきつづき米国の協力を得
























































































を発表した 1982 年 7 月 6 日の社説「宇宙を軍拡の場にするな」では、「宇
宙空間は、人類の新しいフロンティアとして、平和利用に徹するべきで










出てきた。本稿末の資料を見ていただくとわかるが、1980 年 11 月 18 日
「ボイジャーが描く夢とロマン」、1989 年 5 月 22 日「宇宙開発にロマン



















































現在は北海道大学客員教授として活躍されている。11 月 25 日に一度目
のインタビューを行い、12 月 9 日に追加取材として二度目のインタビュ
ーを行った。  
 























































3-2 科学技術庁と新聞社科学部の関係  
尾関さんは宇宙に関する報道は他の科学技術とは違う扱いを受けてき
たとおっしゃった。  






































































3-4 1980 年代の変化について  
 本稿の第 3 章の第 2 節で、社説が 1980 年代を境に論調が変わっている
ことを指摘した。そのことについて、尾関さんの意見を頂戴した。  
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資料 朝日新聞「宇宙＆社説」のタイトル一覧  
表１ 朝日新聞 「宇宙＆社説」の見出し一覧（1957 年～2015）年）  
1957 「宇宙時代」をどう生きるか 1980 宇宙開発計画の見直しを ☆ 2000 星空に忍び寄る軍拡　宇宙兵器
1959 ソ連宇宙ロケットの成功 宇宙開発計画に問題はないか ☆ 地球全体を考える足場に　宇宙基地
宇宙開発の進展に思う ボイジャーが描く宇宙ロマン 2001 成果を広く生かそう　ミール落下
わが国宇宙科学のあり方 ☆ 1981 きく３号は上がったが… ☆ はっきりＮＯと言え　ミサイル防衛 ☆
第三号宇宙ロケットの意義 宇宙連絡船が進む軌道の明暗 スターウオーズはご免だ　宇宙防衛
月の裏側と人類の裏側 剣が峰でがんばった宇宙開発 ☆ 注文を獲得できるか　Ｈ２Ａ成功 ☆
1960 わが国宇宙科学のあり方 ☆ 再使用へ前進した宇宙連絡船 2002 道半ばの信頼回復　Ｈ２Ａ ☆
1961 人間衛星船の成功が啓示するもの 1982 宇宙を軍拡の場にするな
シェパード中佐の生還 国連宇宙会議に期待する 超音速機は必要なのか　実験失敗
ロケット外交と化す宇宙開発 「平和な宇宙」への一歩とせよ 猪口大使、がんばって　宇宙兵器禁止 ☆
「サターン」ロケットの成功 宇宙開発で二つの前進 巨大実験の独創が輝く　ノーベル賞 ☆
1962 衆目環視のなかの成功 1983 宇宙開発は足元を見つめて ☆ 着実に自立をめざせ　Ｈ２Ａ成功 ☆
「われら地球人」の意識を 宇宙の平和路線を曲げるな ☆ 2003 原因究明を徹底せよ　シャトル事故
明るさを増す宇宙での協力 1984 レーガン政権三年の決算 乗り越えるためには　シャトル惨事
ガガーリン少佐を迎えて 宇宙の離れ業を平和に生かせ 専守防衛に徹せよ　偵察衛星 ☆
二つのボストーク号の意義 宇宙開発をどう進めるか ☆ シャトル事故　巨大組織の病根
人間投資 平和な宇宙へ米ソ対話を望む まぶしさと気がかり　神舟５号
1963 「フェイス７」成功の意義 宇宙軍縮交渉から首脳会談へ これが実力なのか　Ｈ２Ａ失敗 ☆
ソ連の宇宙成果をどう見るか 米ソ宇宙軍縮交渉の意義 2004 野心的な計画だが　米の宇宙戦略
1964 日本の宇宙開発の根本は何か ☆ 宇宙の国際競争と日本の対応 ☆ 地球の幸運に想いを　火星の水
軍縮討議の再開に期待する 宇宙軍縮交渉に手がかりを 惑星の発見　もし異星人がいたら
五輪の宇宙中継を喜ぶ ☆ 1985 宇宙軍事化構想の危険な賭け 災害情報　日本の衛星はどこに ☆
宇宙開発と基礎科学 ☆ 「さきがけ」と宇宙の平和利用 ☆ 2005 タイタン探査　宇宙でも健在、欧州流
宇宙開発の基本路線 ☆ 平和国家とＳＤＩ Ｈ２Ａ　さあ、今度こそは ☆
1965 ウォスホート２号の成果 米ソ交渉再開への期待 宇宙ビジョン　カタログでは困る ☆
ジェミニ衛星船の成功 ＳＤＩにみる米外交の強引さ Ｘ線衛星　お家芸で再びロマンを ☆
すっきりせぬ宇宙開発体制 ☆ 通信衛星輸入はよいけれど ☆ シャトル再開　期待と不安の旅立ち
宇宙軍事利用競争激化を憂える 宇宙空間の未知への挑戦 シャトル帰還　宇宙計画を練り直せ
ランデブーの成功に思う 科学技術体制を再編する視点 ☆ 神舟６号　日本はどうするのか ☆
1966 ジェミニ８号の無事を喜ぶ 宇宙開発は未来を見すえて 学術会議　学者の決意が問われる ☆
宇宙開発と国の責任体制 ☆ ハレー彗星・迷信・科学 2006 衛星「だいち」　今度こそ働いてほしい ☆
種子島宇宙センターの建設 ☆ 英国はＳＤＩに踏み切ったが 衛星打ち上げ　宇宙の役者が増えた  ☆
軍事活動を宇宙に広げるな 1986 注目に値するソ連新提案 冥王星　地球は君を忘れない
サーベイヤー成功と月競争 宇宙飛行は茶飯事でなかった ロケット　必要なものに絞って ☆
宇宙時代の進展と反省 前進するアメリカの行く手に 2007 衛星破壊　宇宙の軍拡を憂える
月条約の意味するもの 夢はぐくんだハレー探査 小柴超新星　天の贈り物をつかめ ☆
煮え切らぬ宇宙開発体制 ☆ 科学研究の平和原則守れ ☆ かぐや、月へ　ワクワクさせてほしい  ☆
宇宙条約の成立に努力せよ ☆ バスに乗り遅れて構わない ☆ 宇宙時代５０年　日本の得意技を生かせ ☆
衛星打上げと宇宙開発 ＳＤＩ調査団報告への懸念 2008 希望社会への提言：１１　「アポロ１３号」に教育を学ぶ
宇宙条約の米ソ合意を喜ぶ チャレンジャー事故の教訓 「きぼう」　１兆円を生かせるか ☆
ラムダ衛星の失敗に思う ☆ 無人ロケットに再び期待 宇宙基本法　あまりに安易な大転換 ☆
1967 宇宙開発と大学の役割 ☆ ＳＤＩへ、ぬぐえぬ不安 ☆ 宇宙開発　無駄を省いて透明に ☆
ラムダ４Ｓが教えるもの ☆ 1987 夢を壊すのはだれか 巨大加速器　世界が一緒に使う実験室
月旅行に米ソの協力を ＡＢＭ条約の拡大解釈を憂う ☆ 神舟７号　中国を国際連携の輪に
宇宙開発一元化の問題 ☆ 宇宙基地に軍人は要らぬ ノーベル賞　紙と鉛筆、一挙に花開く ☆
宇宙開発を軌道にのせよ ☆ 宇宙開発と日本の責任 ☆ 宇宙基本計画　軍事頼みでは先が細る ☆
1968 大型科学と政治の責任 ☆ 1988 米ソ交渉の地道な進展を望む 2009 界天文年　さらにガリレオの先へ
宇宙開発に機密を持込むな ☆ 科学に秘密は似合わない 小型衛星　宇宙はもっと使えるぞ ☆
やっと動き出す宇宙開発 ☆ 復活シャトルから宇宙基地へ 衛星の衝突　宇宙ゴミの恐怖が現実に
宇宙基本法の制定を急げ ☆ 宇宙の翼で平和を呼ぼう 北朝鮮ミサイル　「ロケット」は通らない
宇宙開発の停滞を一掃せよ ☆ 1989 商業衛星時代の幕あけに望む ☆ 若田さん出発　宇宙滞在をどう生かす ☆
承服できぬ宇宙開発日米協力文書 ☆ 宇宙開発にロマンを添えたい 北朝鮮ミサイル　国際結束で脅威を抑えよ
1969 宇宙開発の前進に望むこと 堅持したい宇宙の平和利用 日本の宇宙開発　技術は軍より民で磨け ☆
月におりたった人類の代表 宇宙開発に独自の夢を ☆ 皆既日食　世紀のドラマを楽しもう
宇宙開発の前進を期待する ☆ 宇宙のロマンをありがとう 「きぼう」完成　喜んでばかりはいられぬ ☆
国産衛星の失敗から何を学ぶか ☆ 1990 深宇宙探査を実り豊かに ＨＴＶドッキング　宇宙で増す日本の存在感 ☆
国産ロケットのミスを繰返すな ☆ 日独巨大提携が意味するもの ☆ 科学技術予算　国の基盤、ゆえに精査を ☆
1970 二本立て宇宙開発体制の再検討を ☆ 衛星でどこまで譲るのか ☆ 情報収集衛星　このまま進んでいいのか ☆
アポロ１３号の事故から学ぶもの 国際宇宙年を地球のために 宇宙長期滞在　日本の飛躍につなげたい ☆
1971 軌道科学ステーションの意義 放送衛星をどう生かすか 2010 宇宙戦略　無限の空間、有限の予算 ☆
1972 米ソの宇宙協力は開放的に進めよ 宇宙特派員は何を語る ☆ はやぶさ帰還へ　宇宙で輝く日本の得意技 ☆
1973 要請される宇宙開発の再点検 ☆ 1991 貧弱研究室とスーパー加速器 ☆ 探査機出発　金星へ風の歌を聴きに ☆
スカイラブ計画の総仕上げ 国産ロケット開発は着実に ☆ 探査機帰還　はやぶさ君に笑われまい ☆
1975 米ソ宇宙船の共同飛行 超自然の奥の時代状況 測位衛星　自前でもつ意義見極めを ☆
Ｎロケットの成功後の課題 ☆ 米の加速器も支援したいが アルマ望遠鏡　よその惑星系を見たい
1979 「あやめ」失敗の徹底究明を ☆ 1992 宇宙の毛利さんは何を伝える ☆ イトカワの砂　あっぱれを、次の宇宙へ ☆
1993 豊かな時間とは何だろう あかつき　失敗を次の探査に生かせ ☆
ＳＤＩ中止の教訓 2011 情報収集衛星　震災で役立っているか ☆
戦域防衛構想に飛びつくな ☆ シャトル引退　次の宇宙に成果つなぐ
1994 Ｈ２ロケットをどう生かすか ☆ 日本版ＧＰＳ　巨額の投資に見合うか ☆
宇宙に感動と興奮を求めて 2012 防衛産業不正　罪深さ、根深さ、解明を ☆
平和の宇宙を先導したい ☆ 朝鮮ミサイル　打ち上げ中止を求める
国産衛星に厳しい宇宙の試練 ☆ ロケット成功　未来につなぐ絵を描け ☆
「戦域ミサイル防衛」は慎重に ヒッグス粒子　宇宙の謎をともに開く
1996 この星と蛍と人間と　「地球人の世紀へ」 宇宙政策委　開かれた議論を原則に ☆
1997 心の宇宙で地球を包む　「銀河より愛をこめて」 北朝鮮ミサイル　発射は孤立深めるだけ
火星で生命体に会えるかな 防衛産業不正　奢りと甘えにメスを ☆
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